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研究成果の概要（和文）： 

本科学研究費補助金を用いて、強迫性障害の新規分類基準の生物学的妥当性、臨床的有用性に
関する検討を三年間にわたって行った。例えば、強迫性障害患者 86 例を、symptom dimension
により分類し、治療法などを検討した。この中では、特に保存(hoarding)dimension が優勢な患
者において、SSRI や CBT など、OCD の定型的治療に対する抵抗性を確認した。 
 さらには、symptom dimension の臨床的な有意性を高める為、各患者の最も優勢な dimension
を分類基準として類型化し、その各群が如何に各 dimension の有する特性を反映し、治療法や
反応性を含め差別化するかを検討した。その他、この間に、多くの論文や書籍の中で、最新の
OCD に対する治療ガイドラインを提唱し、その標準化や普及に努めた。 
 
 
研究成果の概要（英文）： 

We have continued the clinical researches on the biological validity and clinical utility of novel 
typological indicators of obsessive-compulsive disorder (OCD). For instance, we comparatively 
examined the treatment strategies and outcomes dividing the 86 OCD patients according to symptom 
dimensions. As a result, OCD patients with hoarding dimension predominantly showed the 
treatment-resistance to typical treatment s for OCD such as SSRI or cognitive-behavioral therapy (CBT).  
To further strengthen the clinical utility and acceptability of symptom dimension, moreover, we tried to 
utilize it as categorical manner rather than dimensional manner according to the most predominate 
symptom dimension in each OCD patient. During the 3 years, I also proposed the standardized treatment 
guidelines for OCD in many journals utilizing the available treatment options in Japan. 
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１．研究開始当初の背景 
（1） 近年、各精神障害の診断カテゴリー
内における多様性が注目されている。この
中で強迫性障害 (Obsessive-Compulsive 
Disorder; OCD)については、症候学的、精
神病理学的特徴、及び成因や病態生理、更
には有効な治療法やその反応性など多角的
観点から、その多様性が支持され、OCD を
現行の単一的、均質的診断カテゴリーとし
て捉えることの限界が明白となりつつある。
しかしこれは OCD に関する従来の臨床的、
及び生物学的研究知見に、一貫性を欠く一
因とも考えられ、更に治療面では、有効と
なる治療戦略や予後などの個人差に関わる
可能性があり、この解明は極めて重要であ
る。 
（2） しかし従来の方法は、ある分類指標
の有無を基準とする二分割法、すなわち類
型(categorical)分類によるが、近年ある基
準の数量化、すなわち計測軸を設定し、そ
の量的評価による次元(dimensional)分類
の適用も検討されている1)。OCDの次元分類
の 中 で は 、 Yale-Brown Obsessive 
Compulsive Scale (Y-BOCS)2,3) で同定した
強迫症状を因子分析し、抽出された強迫観
念 ‐ 行 為 症 状 軸 、 す な わ ち symptom 
dimensionが注目されている4)。これに関す
る欧米の研究では、3-6 因子構造が報告さ
れ て お り 、 汚 染 / 洗 浄
(contamination/washing & cleaning)、対
称性/整理整頓(symmetry & ordering)、保
存(hoarding)など、各研究で概ね一貫し、
安定的に抽出されている因子がある。①汚
染/洗浄 (cleanliness/ washing)、②保存
(hoarding)、③対称性/繰り返される儀式行
為 ・ 整 理 整 頓 (symmetry/ordering & 
repeating rituals)、④  攻撃的 /確認
(aggressive/checking)の四因子が抽出さ
れ、この症状構造は、欧米の報告と概ね一
致していた 5) 。しかしながら symptom 
dimensionは、その内容を含め、未だ絶対的
なものではなく、現段階では検討すべき課
題も多い。例えば全ての強迫症状が何れか
のdimensionの中で、安定的に説明されてい
る状況ではない。更に強迫症状の出現や内
容は、宗教や治安など、社会・文化的背景
の影響を受けるとされる。本邦のOCD患者で
高率に認める強迫症状の内容は、汚染や洗
浄、確認など、概ね欧米と同様であるが5)、
強迫観念‐行為関連様式、すなわち症状軸
に相違を認める可能性は否定できない。 
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２．研究の目的 
 本研究では、symptom dimension の妥当性
と、臨床的有用性の検証を目的とする。特に
妥 当 性 に 関 し て は 、 病 歴 や 家 族 歴 、
comorbidity などの患者背景や精神病理を中
心に、各 dimension 間の相違や特異性を検討
する。また OCD の定型的治療に対する反応性
を前方視的に検討し、その特徴を明確化する
と共に、それぞれの dimension が優勢な場合
に有効で選択すべき合理的な治療法を提言し
たい。また symptom dimension の数量化を
Dimensional Y-BOCS 邦訳版を用いて行い、こ
の点数による診断的閾値設定の可能性に関し
て、パニック障害など他の不安障害や摂食障
害患者を対照として検討する。 symptom 
dimension は、今後の OCD 下位分類法の中核
をなす可能性がある。このため、symptom 
dimension と OCD 診断カテゴリーとの関連性
を明らかとしたい。 
 
３．研究の方法 
H22年はおもに、対象患者をエントリーし、

症状評価により、優位な symptom dimension
やその得点を決定した。そして家族歴や各種
検査を施行、各 dimension 間の有意差、およ
び各指標との相関性を確認しその妥当性を明
らかにする。さらには、標準化した治療手順
により治療を施行。H23-24年にかけ、その反
応性を評価し、各段階で反応性を評価し、不
良な場合には次の段階に進め、最も適切な治
療法を決定、各 dimension 間の特異性を検討
するとともに、生物学的背景との関連性を決
定する。 

対象は、当科 OCD外来を初診し、DSM-IV-TR
の OCD の診断基準を満たす患者とする。まず



手順や内容を説明し署名による同意が得られ
た場合に、以下の様な評価を初診 2 週間以内
に行う。 
具体的手順は 

(1) 病歴聴取 
(2) Axis I 障害の lifetime comorbidity、 
    及び人格障害の有無の評価 
(3) OCDに関して Yale-Brown  
    Obsessive-Compulsive Scale (Y-BOCS) 
    を用い、症状分類を行い、重症度を 
    評価する。 
(4) 標準化した治療の実施 
(5) 治療反応性の評価 
(6) 症状構造の同定 
(7) 各 dimension得点と薬物反応性、及び CBT 
    の有効性などとの関連性検討  
(8) 学会報告、ならびに英文誌への投稿 
 
４．研究成果 
本科学研究費補助金を用いて、強迫性障害

の新規分類基準の生物学的妥当性、臨床的有
用性に関する検討を三年間にわたって行った。
また各サブタイプに特化した合理的治療法を
提唱し、これを報告した。これらの実績は、
当科研費の適切かつ有効利用を行えた成果と
考える。 
成果について具体的にあげれば、例えば、

強迫性障害患者 86 例を、symptom dimension
により分類し、治療法などを検討した。特に
溜め込み（保存）(hoarding)dimension が優
勢な患者において、罹病期間が長く、機能の
全体的水準(GAFS)が低いこと、未婚率や洞察
不良のもの、衝動行為歴を有するものなどが
いずれも有意に高率で、臨床症状がより重症
であった。 

さらには、溜め込み症状を有するものは、
強迫症状が有意に重症で、特に統合失調型や
強迫性人格障害の割合が高率であった。SSRI
や CBT など、OCD の定型的治療に対する抵抗
性を確認した。さらに、溜め込み症状を有さ
ない OCD 患者に比して、1 年後の改善率が有
意に低率であった。 
しかしこの一群は、単一的なものではなく、

保存症状自体が独立的に存在する群（primary 
hoarder）と、物をなくす心配（正確性の追求）、
汚染物を触れない（汚染へのとらわれ）など、
他の強迫症状に関連して物を溜めこむ群
(secondary hoarder)に分類された。この二群
では、様々な精神病理学的相違を認め、双方
の独立性が推定されたが、治療予後はいずれ
も不良であった。この結果はCNS Spectrum誌
に掲載された1)。またこの結果は共同研究者で
ある英国のMataix-Colsの総説に取り上げら
れ、DSM-5において「溜め込み障害(hoarding 
disorder)」が独立のものであることを支持す
る意義をもった2)。  
さらには、symptom dimensionの臨床的な有

意性を高める為、各患者の最も優勢な
dimensionを分類基準として類型化し、その各
群が如何に各dimensionの有する特性を反映
し、治療法や反応性を含め差別化するかを検
討した。群間差は、symptom dimensionで推定
される各dimension間の精神病理学的、生物学
的相違とも相関すると考えられ、臨床に応用
しやすい類型分類化に従っても、治療法や反
応性、予後予測に有用となる可能性が示唆さ
れた。この結果はPsychiatry Research誌に掲
載された3)。 
その他、この間に、多くの論文や書籍の中

で、最新のOCDに対する治療ガイドラインを提
唱し、その標準化や普及に努めた。特に世界
のOCD研究者と協力し、世界標準になりうる
OCDの薬物療法ガイドラインを作成し報告し
た(Figure 1)4)。同様に本邦で実行可能な治療
プログラムを作成し報告した(表１)。 

これらの結果を持って、H24 年末には、WHO 
International Advisory Group for the 
Revision of ICD-10 Mental and Behavioural 
Disorders:Meeting of the Working Group on 
the Classification of 
Obsessive-Compulsive and Related 
Disorders,11 – 12 December 2012, Geneva, 
Switzerland に参加した。さらには、H25年に
は、これらの結果を自らが編集した「不安障
害診療の全て」という書物を刊行し、その中
で紹介するとともに、OCD治療の標準化、普
及に努めた。 
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